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【目的】脊椎悪性腫瘍に対する脊椎全摘術は，腫瘍学的見一

地に基づき腫瘍椎骨を一塊に切除し，脊柱の支持性が完

全に失われるため，強固な再建が必要となる．しかし術

後は長期生存が見込めるため，椎体間にバイオロジカル

な骨性癒合を得ることが理想である．過去の脊椎全摘術

後の再建方法に関する生体力学試験では，pediclescrew
＆rodsystemを用いた後方インスツルメンテーションに

前方インスツルメンテーション(KanedaSR)を追加する

ことによって，より優れた力学強度が得られた．と報告

されている．しかし，再建の最終目標は骨,性癒合であ

り，強度を追究するあまり，椎体再建に用いるtitanium

cage内の移植骨に対して，骨のリモデリングに必要な力

学的ストレスが遮断されている可能性が否めない．本研

究の目的は，骨,性癒合を得るための最良の再建方法を明

らかにするため，各再建方法において，椎体再建に用い

たtitaniumcageにかかる応力の変化を比較することであ
る．

「

【方法】(1)実験；ヒト屍体脊椎標本を用いた力学試験

90歳男性の解剖実習用ホルマリン固定ヒト屍体から摘

出した脊椎標本(T１０～Ｌ２)を用いた．Ｔ１２の脊椎全摘術

を行い，椎体欠損部にはスペーサーとしてHarmstita‐

niumcage(DePuy-Motech)を挿入した．以下の方法で再

建モデルを作製した．

a）multilevelpediclescrewsatT10-L２（ＭＰ)；Ｔ１０，１１， 

L１，２左右に計８本のMoss-Miamipediclescrew(DePuy‐
Motech)を挿入し，ｒｏｄで連結した．

b)multilevelpediclescrewsatT10-LZwithanteriorinstm‐ 

mentationatT11-L1(ＭＡ)；モデルa)に加えさらに椎体

左側にKanedaSRsystem(Acromed)を用いて２本のrodに
よる固定を追加した．

Ｃ）shortposteriorpediclescrewswithanteriorinstmmenta-

tionatT11-L1(SA);Ｔ１ＬＬ１左右に計４本のpediclescrew
を挿入し，rodで連結した．さらに椎体左側にKaneda

SRsystemを用いて２本のrodによる固定を追加した．

各モデルに対し300Ｎの屈曲負荷を加え力学試験を行難蝋
たT11椎体下方終板とHaxmScageの間に1oadwashef藤〔
設置し,負荷時の荷重を測定し,各再建方法間での違鰯
を比較した．また，後方インスツルメンテーションの趨総
右rodのＴ11,Ｌ１間にひずみケージを設置し，負荷時倣了

ひずみを測定し比較した．篦＞

(11)解析；有限要素モデルを用いた力学解析し盆ご

実験の各モデルのComputedTomogmphic(CT)Scan画鱒”
を用いて有限要素モデル(FmiteEIementModel)を作騨’

し，それぞれに対し，実験と同様の屈曲負荷を与え,穐

体再建に用いたHarmscageに加わる荷重とインスツル躯

ンテーション各部に生じるひずみを計算し比較した．宴

【結果】実験，解析ともに同様の結果を示した．屈曲負１，ｈ

時，HarmscageとT11椎体間に生じた応力は，前方イ菱

スツルメンテーションを用いない場合(MPで約2001Ｗ

は，用いた場合(ＭＡで約50Ｎ，ＳＡで約45Ｎ)に比べ線

4倍の応力が生じた後方rodに生じたひずみはＭＰ(約、

1000×10-6strain)でＭＡ（約500×10-6strain)，ＳＡ（約

300×10-6strain)の約２～３倍であった．原

【考察および結論】本研究の結果，脊椎全摘術後の再建侭

おいてpediclescrew＆rodsystemに前方インスツルメンー

テーシヨン(KanedaSR)を追加することによって，椎俸

再建に用いたHarmscageに加わる力学的負荷は著しく減

少することが明らかとなった骨のリモデリングには適

度な力学的ストレスが必須であることは良く知られてい

る．その点で，後方pediclescrew＆rodsystemおよび前
方Harmscageのみで再建するほうが，前方インスツルメ

ンテーシヨンを追加する方法よりはHarmscageに対する
ストレスシールデイングが小さく骨のリモデリングに有

利である可能性が示唆された．
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